
荊軻

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／28）

使い方　書き下し文を声に出して読んでから、傍線の番号を手がかりに解きます。この話の山は「見＝あらはる」の読み、再読文

字「未」、そして荊軻の決死の覚悟です。

あらすじ＝秦の軍が国境まで迫った燕の太子丹は、刺客の荊軻に秦王暗殺を託す。出発の日、人々は喪服にあたる白い衣冠で易水

のほとりまで見送り、荊軻は「風蕭蕭として易水寒し、壮士一たび去りて復た還らず」と歌って旅立つ。秦の宮殿では、秦王が献

上された地図を広げていくと、中に隠してあった短剣が現れ、荊軻は秦王の袖をつかんで刺そうとするが、あと一歩のところで袖

が切れて逃げられてしまう。

一
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

太
子
（
た
い
し
）
及
（
お
よ
）
び
賓
客
（
ひ
ん
か
く
）
の
其
（
そ
）
の
事
（
こ
と
）
を
知
る
者
（
も
の
）
、
皆
（
み
な
）
①

白
衣
冠
（
は
く
い
か
ん
）

し
て
②

以
（
も
つ
）
て
之
（
こ
れ
）
を
送
る
。
（
中
略
）
高
漸
離
（
こ
う
ぜ
ん
り
）
筑
（
ち
く
）
を
撃
（
う
）
ち
、
荊
軻
（
け
い
か
）
③

和
（
わ
）
し

て
歌
（
う
た
）
ふ
。

④

風
蕭
蕭
（
か
ぜ
し
ょ
う
し
ょ
う
）
と
し
て
易
水
（
え
き
す
い
）
寒
（
さ
む
）
し
、
⑤

壮
士
（
そ
う
し
）
⑥

一
（
ひ
と
）
た
び
去
（
さ
）
り
て
⑦

復

（
ま
）
た
還
（
か
へ
）
ら
ず
。

（
中
略
）
秦
王
（
し
ん
お
う
）
軻
（
か
）
に
⑧

図
（
づ
）
を
取
（
と
）
れ
と
謂
（
い
）
ふ
。
軻
（
か
）
図
（
づ
）
を
取
（
と
）
り
て
⑨

之
（
こ
れ
）

を
奉
（
た
て
ま
つ
）
る
。
⑩

図
（
づ
）
を
発
（
ひ
ら
）
く
。
図
（
づ
）
⑪

窮
（
き
は
）
ま
り
て
⑫

匕
首
見
は
る
。

⑬

因
（
よ
）
り
て
左
手
（
ひ
だ
り
て
）
に
秦
王
（
し
ん
お
う
）
の
袖
（
そ
で
）
を
把
（
と
）
り
、
右
手
（
み
ぎ
て
）
に
匕
首
を
持
（
も
）
ち
て
⑭

之

（
こ
れ
）
を
揕
（
さ
）
さ
ん
と
す
。
⑮

未
（
い
ま
）
だ
身
（
み
）
に
至
（
い
た
）
ら
ざ
る
に
、
秦
王
（
し
ん
お
う
）
驚
（
お
ど
ろ
）
き
、
自
（
み
づ

か
）
ら
引
（
ひ
）
き
て
起
（
た
）
ち
、
袖
（
そ
で
）
絶
（
た
）
つ
。

語
注
　
太
子＝

燕
（
え
ん
）
の
国
の
世
継
ぎ
。
　
賓
客＝

客
分
と
し
て
か
か
え
ら
れ
た
人
。
　
白
衣
冠＝

白
い
衣
と
冠
。
喪
（
も
）
の
装
い
。
　
高
漸
離＝

荊
軻
の
親
友
。
　
筑＝

棒
で
弦
を
打
ち
鳴
ら
す
弦
楽
器
。

蕭
蕭＝

風
が
も
の
さ
び
し
く
吹
く
さ
ま
。
　
易
水＝

燕
の
国
を
流
れ
る
川
。
こ
こ
で
荊
軻
を
見
送
っ
た
。
　
壮
士＝

勇
ま
し
く
意
気
さ
か
ん
な
男
。
こ
こ
で
は
荊
軻
自
身
。
　
秦
王＝

秦
の
王
、
名
は
政
（
せ
い
）
。

図＝

燕
の
督
亢
（
と
く
こ
う
）
の
地
図
。
秦
へ
の
献
上
品
と
し
て
持
参
し
た
。
　
匕
首＝

短
剣
・
あ
い
く
ち
。
毒
が
塗
っ
て
あ
っ
た
。
　
揕
（
さ
）
す＝

突
き
刺
す
。
　
※
一
つ
め
の
（
中
略
）＝

一
行
が
易
水
の

ほ
と
り
ま
で
来
て
、
旅
の
無
事
を
祈
る
儀
式
を
す
ま
せ
る
場
面
。
　
※
二
つ
め
の
（
中
略
）＝

荊
軻
が
力
強
い
調
子
（
羽
声
）
で
歌
い
直
し
て
車
に
乗
り
、
振
り
返
ら
ず
に
出
発
す
る
。
秦
に
着
い
た
荊
軻
は
、

樊
於
期
（
は
ん
お
き
）
の
首
と
督
亢
の
地
図
を
献
上
す
る
使
者
と
し
て
宮
殿
に
上
り
、
副
使
の
秦
舞
陽
（
し
ん
ぶ
よ
う
）
が
恐
怖
で
顔
色
を
変
え
た
の
を
笑
っ
て
と
り
つ
く
ろ
う
。
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荊軻

Ａ
　
語
句
の
意
味
と
読
み
（
1
〜
7
）

（
1
）
①
「
白
衣
冠
（
は
く
い
か
ん
）
し
て
」
の
意
味
を
書
け
。

（
2
）
④
「
風
蕭
蕭
（
か
ぜ
し
ょ
う
し
ょ
う
）
と
し
て
」
の
「
蕭
蕭
」
の
意
味
を
書
け
。

（
3
）
⑤
「
壮
士
（
そ
う
し
）
」
の
意
味
と
、
こ
こ
で
は
誰
を
指
す
か
を
書
け
。

（
4
）
⑪
「
窮
（
き
は
）
ま
り
て
」
の
意
味
を
書
け
。

（
5
）
⑫
「
匕
首
見
は
る
」
の
「
匕
首
」
の
読
み
と
意
味
を
書
け
。

（
6
）
⑫
「
匕
首
見
は
る
」
の
「
見
」
の
読
み
と
意
味
を
書
け
。

（
7
）
⑬
「
因
（
よ
）
り
て
」
の
こ
こ
で
の
意
味
を
書
け
。

Ｂ
　
句
法
（
8
〜
12
）

（
8
）
②
「
以
て
之
を
送
る
」
の
「
以
て
」
の
働
き
を
説
明
せ
よ
。

（
9
）
⑦
「
復
（
ま
）
た
還
（
か
へ
）
ら
ず
」
の
「
復
た
〜
ず
」
の
意
味
を
書
け
。

（
10
）
⑧
「
図
を
取
れ
と
謂
ふ
」
は
、
誰
が
誰
に
、
何
と
言
っ
た
言
葉
か
。
「
取
れ
」
が
命
令
の
言
い
方
で
あ
る
こ
と
に
も
ふ
れ
て
書
け
。

（
11
）
⑭
「
之
（
こ
れ
）
を
揕
（
さ
）
さ
ん
と
す
」
の
「
〜
ん
と
す
」
の
意
味
・
用
法
を
書
け
。

（
12
）
⑮
「
未
（
い
ま
）
だ
身
（
み
）
に
至
（
い
た
）
ら
ざ
る
に
」
の
「
未
」
は
何
と
呼
ば
れ
る
字
か
。
読
み
方
と
意
味
も
あ
わ
せ
て
書
け
。
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荊軻

Ｃ
　
主
語
・
指
す
内
容
（
13
〜
17
）

（
13
）
②
「
之
（
こ
れ
）
を
送
る
」
の
「
之
」
は
誰
を
指
す
か
。

（
14
）
⑨
「
之
（
こ
れ
）
を
奉
（
た
て
ま
つ
）
る
」
の
「
之
」
は
何
を
指
す
か
。

（
15
）
⑩
「
図
（
づ
）
を
発
（
ひ
ら
）
く
」
の
主
語
は
誰
か
。

（
16
）
⑬
「
因
（
よ
）
り
て
」
は
、
直
前
の
ど
の
傍
線
の
内
容
を
受
け
て
「
そ
こ
で
」
と
言
っ
て
い
る
の
か
。
傍
線
の
番
号
で
答
え
よ
。

（
17
）
⑭
「
之
（
こ
れ
）
を
揕
（
さ
）
さ
ん
と
す
」
の
「
之
」
は
誰
を
指
す
か
。
ま
た
、
こ
の
動
作
を
し
た
の
は
誰
か
。

Ｄ
　
口
語
訳
（
18
〜
21
）

（
18
）
①
②
を
含
む
「
皆
白
衣
冠
し
て
以
て
之
を
送
る
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
19
）
③
「
和
（
わ
）
し
て
歌
（
う
た
）
ふ
」
を
含
む
「
高
漸
離
筑
を
撃
ち
、
荊
軻
和
し
て
歌
ふ
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
20
）
④
⑤
⑥
⑦
「
風
蕭
蕭
と
し
て
易
水
寒
し
、
壮
士
一
た
び
去
り
て
復
た
還
ら
ず
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
21
）
⑪
⑫
を
含
む
「
図
窮
ま
り
て
匕
首
見
は
る
」
を
口
語
訳
せ
よ
。
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荊軻

Ｅ
　
内
容
・
記
述
（
22
〜
25
）

（

22

）

①

「

白

衣

冠

（

は

く

い

か

ん

）

し

て

」

と

あ

る

が

、

人

々

が

こ

の

装

い

で

見

送

っ

た

の

は

な

ぜ

か

。

三

十

五

字

以

内

で

書

け

。

（

23

）

⑦

「

復

（

ま

）

た

還

（

か

へ

）

ら

ず

」

に

は

、

荊

軻

の

ど

の

よ

う

な

決

意

が

表

れ

て

い

る

か

。

二

十

五

字

以

内

で

書

け

。

（

24

）

⑧

か

ら

⑫

ま

で

の

展

開

か

ら

、

荊

軻

が

ど

の

よ

う

な

方

法

で

秦

王

に

近

づ

こ

う

と

し

た

か

を

説

明

せ

よ

。

（
25

）

⑮

「

未

（

い

ま

）

だ

身

（

み

）

に

至

（

い

た

）

ら

ざ

る

に

」

の

一

句

は

、

こ

の

場

面

を

ど

の

よ

う

に

印

象

づ

け

て

い

る

か

。

説

明

せ

よ

。

Ｆ
　
文
学
史
・
故
事
（
26
〜
28
）

（
26
）
こ
の
話
の
出
典
の
書
名
・
作
者
・
体
裁
と
、
収
め
ら
れ
て
い
る
列
伝
の
名
を
書
け
。

（
27
）
⑪
⑫
「
図
窮
ま
り
て
匕
首
見
は
る
」
か
ら
で
き
た
四
字
の
故
事
成
語
と
、
そ
の
意
味
を
書
け
。

（
28
）
荊
軻
に
秦
王
暗
殺
を
託
し
た
人
物
は
誰
か
。
ま
た
、
そ
の
相
手
で
あ
る
秦
王
政
は
の
ち
に
何
と
呼
ば
れ
た
か
。

【テスト直前チェック】この三つ　❶「見」は「あらはる」。「図窮まりて匕首見はる」の「見」を「みる」と読むと即アウト。読みと意味の両

方を書けるようにしておく。　❷「未だ〜ず」は再読文字。「いまだ身に至らず」＝「まだ（体に）届かない」。「未」を二度読む形をそのまま覚

える。　❸白衣冠＝喪の装い、復た還らず＝死の覚悟。記述問題の答えは、この二つに集まります。
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